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研究要旨 油症患者の長期死亡リスクについて再評価を行うことを目的として、

追跡調査を 55 年間に延長し、油症患者の生存・死亡情報をアップデートした。

その結果、追跡対象者 1,664 名のうち、2024 年 12 月 31 日時点で生存の確認が

できた者が 793 名(47.7%)、死亡の確認ができた者が 777 名(46.7%)、生死の確認

ができていない者が 94 名(5.6%)であった。 

 

Ａ．研究目的 

 我々はこれまで、油症患者を対象とした

追跡調査を実施してきた。40 年間の追跡

調査の結果、男性の油症患者では全がん、

肺がん、肝がんの死亡リスクが一般人より

高いことを明らかにした(Onozuka et al., 

Am J Epidemiol, 2009)。また、50 年間の

追跡期間の結果、男性の油症患者では全が

んと肺がんの死亡率が一般人より高いこ

と、女性の油症患者では、肝がんの死亡率

が一般人より高いことを明らかにした

(Onozuka et al., Environ Health, 2020)。

さらに、がんの 50 年間累積死亡率を検証

した結果、男性油症患者では 16.8%（95% 

CI: 14.5-19.5）、女性油症患者では 8.8%

（95% CI: 7.0-10.9）であることを明らか

にした(Onozuka et al., Environ Int, 

2021）。今後、追跡期間をさらに延長し、

油症患者における長期死亡リスクの検証

を進めていく必要がある。 

 そこで本研究は、追跡期間を 55 年間に

延長するとともに、油症患者における死亡

リスクを再評価することを目的として実

施した。 

 

 

Ｂ．研究方法 

前回実施した 50 年間追跡調査の対象と

なった油症患者 1,664 名について、行政機

関、油症センター、油症相談員等の関係者

にご協力いただき、生存・死亡情報のアッ

プデートを行った。 

また、死亡患者における死因の特定につ

いては、油症患者の名簿記録と人口動態調

査（基幹統計調査）の死亡票との照合を行

う必要があることから、厚生労働省に対し

て新たに死亡票の使用申請を行った。 

なお、死亡票の使用については、これま

でも厚生労働省から承認を得て実施した

ものである（平成 20 年 2 月 22 日付け厚生

労働省発政統第 0222001 号、平成 20年 12

月 24 日付け厚生労働省発政統第 1224001

号、令和 2年 3月 9日付け厚生労働省発政

統 0309 第 3 号、令和 2年 12 月 9 日付け厚

生労働省発政統 1209 第 2 号）。 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究は、九州大学医系地区部局臨床研

究倫理審査委員会及び九州大学医系地区

部局観察研究倫理審査委員会「カネミ油症

の実態調査」（許可番号：30-384、2020-212、

2023-24）の審査を経て実施した。 
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Ｃ．研究結果 

 人口動態調査（基幹統計調査）の死亡票

の使用については、厚生労働省政策統括官

付参事官付審査解析室に申請を行い、新た

に承認を得た（令和 6年 7月 22 日付け厚

生労働省発政統 0722 第 6 号、令和 6年 10

月 16 日付け厚生労働省発政統 1016 第 4

号）。 

また、油症患者追跡調査の対象である

1,664 名の生存・死亡情報をアップデート

した結果、2024 年 12 月 31 日時点で生存

の確認ができた者が 793 名(47.7%)、死亡

の確認ができた者が 777 名(46.7%)、生死

の確認ができていない者が 94 名(5.6%)で

あった。 

ただし、これらの情報のすべてが、住民

票抄本等の公文書によって確認できたも

のではないことから、暫定的な結果である

ことに注意する必要がある。 

 

Ｄ．考察 

今回、行政機関、油症センター、油症相

談員等の関係者にご協力いただき、油症認

定患者の追跡情報をアップデートするこ

とができた。しかし、生死の確認ができな

かった者が残されていることから、今後も

関係者への情報収集や公的情報をもとに

した生存確認を継続する予定である。 

また、死亡者の死因特定に必要な人口動

態調査（基幹統計調査）の死亡票の使用に

ついては、厚生労働省審査解析室から新た

に承認を得ることができた。今後、死因が

特定されていなかった死亡患者について、

死亡票と照合させることで死因の特定を

行うとともに、55 年間追跡調査による長

期死亡リスクの解析を行っていく予定で

ある。 

 

Ｅ．結論 

油症患者の追跡調査を 55 年間に延長し、

油症認定患者の生存・死亡情報をアップデ

ートした。その結果、追跡対象者 1,664

名のうち、2024 年 12 月 31 日時点で生存

の確認ができた者が 793 名(47.7%)、死亡

の確認ができた者が 777 名(46.7%)、生死

の確認ができていない者が 94 名(5.6%)で

あった。 

なお、追跡調査は継続中であり、あくま

でも暫定的な結果であることから、今後も

公的情報等よる追跡調査を継続するとと

もに、主要死因別における長期死亡リスク

の再評価を進めていく予定である。 
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